


































































































































































































































































法と福音」 （第二章)， 「教会と国家」 （第三章）の三章から構成されて
いる。
－58－











































































































































































































































































































































































































は「伝承と告知の職制」 （第一節)， 「職制と派遣」 （第二節)， 「教会の
職制の基準」（第三節)， 「教会の指導的職制の歴史的変遷と最高位の職
制の問題」（第四節)， 「キリスト者の統一の表現としての教会の指導的





























































































































































































































1981, 1-59頁。 「復活の神学」 「教会と神学j第14号‘東北学院大学文
経法学会, 1983, 1-69頁参照。
2)W.Pannenberg- T/zES"z"γr/1"/ggig雄γK枕ﾉZE.Munchen:
ClaudiusVerlag, 1970.-以下, TzTdk. と略記。
3) WPannenberg. E""内 ""EM/Es/cIQgiE. G6ttingen:Vanden-
hoeck&Ruprecht, 1977~ 以下, EuE. と略記。
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ネンベルクとバルト ， ブルトマン, G・フォン・ラートの関係， さらに
カール・レーヴィ ッ トとの関係がパネンベルク自身の言葉で語られて
いる。なｵざヘーケルとの関係については「神学と神の国」の第四章「未
来の到来としての現象」を参照。
本論文の(l) IKTzTdk.の第一のテーゼ, (2)は第二のテーゼをそれ
ぞれ意味する。
TzTdk､’ 20．
TzTdk. , 34.
｢食卓の交わり」はMahlgemeinshaftの， 「聖餐」はHerTenmahlの訳
語として用いられてL、る･
TzTdk, 40
Cf.TzTdk., 43.なお前掲拙諭「復活の神学」を参照。
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